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平成26年度一般会計予算

■平成26年度当初予算の主な事業
災害派遣職員関係費　 33億5284万円
自立支援給付費　 24億0825万円
生活保護各種扶助費　 24億2045万円
東日本大震災援護費　 19億1149万円
被災者住宅再建補助事業費　 63億1800万円
新墓地整備事業費　 11億3600万円
震災等緊急雇用対応事業費　 12億7773万円
農業復興対策費　 10億0727万円
石巻漁港荷捌き所施設整備事業費　 113億8129万円
中小企業等融資関係費　 8億5987万円
復興公営住宅整備事業費　 409億0949万円
防災集団移転促進事業費　 430億0650万円
がけ地近接等危険住宅移転事業費　 15億0000万円
地域防災力向上対策費　 5億4554万円
高等学校統合整備事業費　 13億1995万円

2,267億7千万円の使いみち
<一般会計予算の内訳>

歳入総額 
2,268億円 

市税 151.4（6.7％） 

国庫支出金 
318.1（14.0％） 

地方交付税 
449.0（19.8％） 

依存財源 
1,040.5 
（45.9％） 

自主財源 
1,227.5 
（54.1％） 

県支出金 
100.2（4.4％） 

市債 
143.7（6.3％） 

譲与税・交付金 
29.6（1.3％） 

その他 
1,076.1 
（47.5％） 

１　歳入 単位：億円

土木費 
1,085.3 
（47.9％） 

総務費 
132.5（5.9％） 

公債費 90.0（4.0％） 

歳出総額 
2,268億円 

衛生費 
143.1（6.3％） 

民生費 
286.1（12.6％） 

商工費 28.6（1.3％） 

労働費 18.5（0.8％） 

災害復旧費 
185.0（8.2％） 

農林水産業費 
153.6（6.8％） 

教育費 96.9（4.3％） 

消防費 43.0（1.9％） 

その他 5.4（0.2％） 

２　歳出（目的別） 単位：億円

<一般会計予算の内訳>

▲予算審議を諮る
阿部欽一郎議長

前年度比
 (％）

予算額
(千円)

会計区分

0.3226,770,000一般会計

▲1.5166,500,118復旧復興分

5.960,269,882通常分

35.180,252,948特別会計

▲69.9301,789土地取得

内　
　
　
　
　
　

訳

13.1184,788水産物地方卸売市場事業

156.757,670駐車場事業

34.225,950,990下水道事業

53.030,863漁業集落排水事業

▲4.8528,562農業集落排水事業

0.595,386浄化槽整備事業

173.616,255,415市街地開発事業

皆増2,040,912産業用地整備事業

7.421,023,004国民健康保険事業

12.11,703,780後期高齢者医療

8.112,079,789介護保険事業

6.42,410,651病院事業会計

7.6309,433,599合　　　計

■平成26年度各種会計のあらまし

3年連続大規模予算
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・平成２５年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第４号）

・平成２５年度石巻市市街地開発事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２５年度石巻市産業用地整備事業特別会計補正予
算（第１号）

・平成２５年度石巻市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第４号）

・平成２５年度石巻市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・平成２５年度石巻市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２５年度石巻市病院事業会計補正予算（第３号）
・平成２６年度石巻市一般会計補正予算（第１号）（第２号）
・平成２６年度石巻市漁業集落排水事業特別会計補正予
算（第１号）

・平成２６年度石巻市市街地開発事業特別会計補正予算（第１号）

・指定管理者の指定について
　（石巻市北上地区カントリーエレベーター）
　（石巻市鮎川漁港漁船上架施設）
・財産の無償譲渡について
・業務委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について
　（石巻市新沼地区災害公営住宅整備事業）
　（石巻市筒場地区災害公営住宅整備事業）
・財産の無償貸付けについて
・就学支援金の支給に関する事務の受託について
・宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について
・公の施設の相互利用に関する協議について
・市道路線の認定について
・市道路線の廃止について
・市道路線の変更について
・専決処分の報告並びにその承認を求めることについて
　（平成２５年度石巻市一般会計補正予算）
・工事請負契約の一部変更について
　（北村保育所建設工事）
　（２３年災北上漁港防波堤ほか災害復旧工事）
　（２３年災北上漁港小滝東防波堤ほか災害復旧工事）
　（万石浦小学校屋内運動場建設工事）
　（新蛇田地区土地区画整理事業宅地造成工事）
　（石巻（鹿立浜・竹浜）地区防災集団移転宅地造成工事）
　（牡鹿（鮫浦・前網浜）地区防災集団移転宅地造成工事）
　（雄勝（名振・大須）地区防災集団移転宅地造成工事）
　（北上（小室・小指・釜谷崎）地区防災集団移転宅地造成工事）
　（石巻市防災行政無線復旧デジタル化整備工事）
・平成２５年度石巻市病院事業会計資本剰余金の処分について
・訴えの提訴について
・財産の取得について
・工事請負の契約締結について
　（（仮称）石巻第二霊園整備工事）
　（２３年災小竹漁港ほか２漁港災害復旧工事）
　（２３年災北上漁港（３地区）ほか１漁港災害復旧工事）
　（狐崎浜１号線道路災害復旧工事）
　（新蛇田南地区土地区画整理事業調整池築造工事）
　（石巻市総合運動公園造成工事）
　（２３年災長渡漁港災害復旧ほか改良工事）
　（魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その１－２建築工事）
　（魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その２－２機械設備工事）

・第３１号議案平成２６年度石巻市一般会計予算に対する
附帯決議

・副市長を選任するにつき同意を求めることについて

第１回定例会に提出された議案と審議結果

・石巻市防災基本条例
・石巻市震災復興土地基金条例
・石巻市公共施設等整備基金条例
・石巻市駐車場条例を廃止する条例
・原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置
法に基づく石巻市固定資産税の不均一課税に関する
条例等の一部を改正する条例
・石巻市職員定数条例の一部を改正する条例
・石巻市議会議員及び市長等の選挙における選挙長等の
報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

・石巻市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・石巻市行政財産の用途又は目的外使用に係る使用料
に関する条例の一部を改正する条例
・石巻市財産の交換、譲渡、無償貸付等に関する条例
の一部を改正する条例
・石巻市立学校の授業料等徴収条例の一部を改正する条例
・石巻市視聴覚センター条例の一部を改正する条例
・石巻市保育所条例の一部を改正する条例
・石巻市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例
・石巻市老人憩の家条例の一部を改正する条例
・石巻市いきいきふれあい交流センター条例の一部を
改正する条例
・石巻市墓地条例の一部を改正する条例
・石巻市生活改善施設等設置に関する条例の一部を改
正する条例
・石巻市おしか家族旅行村オートキャンプ場条例の一
部を改正する条例
・石巻市おしか御番所公園条例の一部を改正する条例
・石巻市震災復興土地区画整理事業施行に関する条例
の一部を改正する条例

・平成２６年度石巻市一般会計予算
・平成２６年度石巻市土地取得特別会計予算
・平成２６年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市駐車場事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市下水道事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市漁業集落排水事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市農業集落排水事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市浄化槽整備事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市市街地開発事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市産業用地整備事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市国民健康保険事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市後期高齢者医療特別会計予算
・平成２６年度石巻市介護保険事業特別会計予算
・平成２６年度石巻市病院事業会計予算
・平成２５年度石巻市一般会計補正予算（第１３号）（第１４号）（第１５号）
・平成２５年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算（第３号）
・平成２５年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２５年度石巻市土地取得特別会計補正予算（第１号）

委委 員　員　会会 （同意）

　平成２６年第１回定例会は、２月１８日から３月２０日
までの３１日間にわたり開催され、市長の施政方針演
説とこれに対する各会派の質疑が行われたほか、平
成２６年度各種会計当初予算をはじめ、条例、平成２５
年度各種会計補正予算、人事案件などの市長提出議
案９３件及び委員会提出議案１件が提出されました。
審議の結果、すべて原案のとおり可決されました。

条 例条　　例 （原案可決）

予 算予　　算 （原案可決）

そそ の　の　他他 （承認、原案可決）

人事案件人事案件 （同意）
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昭和２６年生まれ。宮城県飯野川高等
学校卒業後、昭和４６年に石巻市に採
用される。保健福祉部次長兼社会福
祉事務所長、病院局事務部長兼市立
病院事務部門事務長を経て平成２２年
４月総務部長に就任。平成２３年６月
に退職。

第1回定例会で議決した議案の中から

決

議

◆石巻市防災基本条例
　○東日本大震災を教訓として、市民、事業者及び市がそれぞれの責務や役割を十分に理解し合いながら、災害
に強い、安全で安心なまちをつくり、全世界及び後世の人々に、震災の記憶と防災の大切さを伝承していく
ため制定するもの。

◆石巻市駐車場条例を廃止する条例
　○石巻市立病院の再建場所となる石巻駅前駐車場について、同病院の建設スケジュールに合わせ同駐車場を廃
止することから、本条例を廃止するもの。

可決された条例の中から

　今回の補正予算は、離島航路の維持及び経営支援に要する経費、「路線バス」や「住民バス」の運行に対する
補助金のほか、地域の元気臨時交付金を地域づくり基金に積み立てるための経費、農地の換地及び県営事業負担
金の確定に伴う経費、事業費の追加内示に伴う漁港海岸整備事業に要する経費、（仮称）市民文化ホール建設基
金への積み増しに要する経費及び土地改良施設に係る災害復旧費などについて、所要額を措置したもの。
　また、各種事務事業の執行状況等による整理、各種特別会計への繰出金、国庫補助金等の確定に伴う歳入予算
の整理なども併せて行ったもの。

可決された平成25年度補正予算のおもな中身は

◆教育費では
　・（仮称）市民文化ホール建設基金

への積み増しに要する経費

◆災害復旧費では
　・東日本大震災に伴い各土地改良

区が実施した災害復旧に対する
補助金

◆総務費では
　・民間事業者が運行する離島航路の維持及び経営支援に要する経費
　・「路線バス」や「住民バス」に対する運行費補助金
　・地域の元気臨時交付金を基金に積み立てするための経費

◆農林水産業費では
　・農地の換地に係る事業費の追加と県営事業負担金の確定に伴う増額
　・事業費の追加内示に伴う漁港海岸整備事業費

◆副市長を選任するにつき同意
を求めることについて

　○昨年９月末で退任した北村副
市長の後任の人選について、
慎重に選考した結果、長年石
巻市職員として勤務し、行政
経験が豊かで、人格が高潔で
識見も高く、地方自治に熱意
を有する菅原秀幸氏を適任者
と認め、選任しようとするもの。

人 事 案 件

 菅原 　 秀  幸 　
すがわら ひで ゆき

副市長

▲
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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２
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震
災
等
緊
急
雇
用
対
応

事
業
費
に
か
か
る
支
出
と
し
て
、
震
災
被
災
者
等
就
労
支
援
業
務
委
託
料　

億
３
、

１２

７
２
３
万
６
、
０
０
０
円
を
は
じ
め
緊
急
雇
用
創
出
事
業
関
連
の
予
算
が
計
上
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
方
々
な
ど
を

対
象
に
、
就
労
研
修
等
を
通
じ
て
正
規
雇
用
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
性
や
重
要
性
は
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
事
業
に
お
い
て
契
約
締
結
し
た
委
託
会
社
が
派
遣
し
た
被

災
求
職
者
と
派
遣
先
企
業
が
共
同
で
賃
金
を
不
正
受
給
し
た
と
い
う
疑
い
で
逮
捕

者
が
出
た
ほ
か
、
地
元
企
業
を
代
表
者
と
す
る
複
数
企
業
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が

受
注
し
た
事
業
に
お
い
て
は
、
数
億
円
と
い
う
委
託
金
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
随
意

契
約
が
行
わ
れ
て
い
る
上
、
そ
の
構
成
す
る
地
元
企
業
の
業
務
内
容
を
把
握
し
て

い
な
い
な
ど
、
不
透
明
な
契
約
内
容
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
本
予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、
下
記
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
よ
う
に
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

記

　

１　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
関
連
に
か
か
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
透
明
性
、

競
争
性
を
持
た
せ
る
よ
う
発
注
方
法
及
び
契
約
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

第　

号
議
案　

平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

３１

２６
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２
月　

日
か
ら
３
月
３
日
の
本
会
議
で
、
予
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の

２７

議
案
が
審
議
さ
れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
中
か
ら
、
い

く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
食
材
納
入
業
者
と
配
送

業
者
の
点
検
で
も
異
常
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
各
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
始
業
前
設
備
機
器
点
検
の
徹
底
、

各
学
校
で
の
配
膳
室
の
施
錠
管
理
、
食
材
納

入
業
者
・
配
送
業
者
へ
の
異
物
混
入
対
策
の

周
知
徹
底
等
、
再
発
防
止
策
を
万
全
に
し
て

対
応
し
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
医
療
費
の

一
部
負
担
金
免
除
の
対
象
者
数
と
市

の
負
担
額
、
ま
た
対
象
者
を
限
定
し
た
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

　

対
象
者
は
概
ね
１
万
人
程
度
と
見

込
ん
で
お
り
、
市
の
負
担
と
し
て
約

　

億
円
を
予
算
措
置
し
て
い
る
。

１１
　

対
象
者
を
大
規
模
半
壊
以
上
の
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
限
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
追
加
財
政
支
援
は
、
一
部
負
担
金

免
除
に
直
接
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
財
政

状
況
の
厳
し
い
部
分
へ
の
追
加
財
政
支
援
で

あ
る
。

　

市
町
村
で
は
、
そ
の
中
か
ら
一
部
負
担
金

免
除
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
苦
し
い
財

政
の
中
か
ら
負
担
す
る
た
め
に
は
範
囲
を
絞

り
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

平
成　

年
度
の
ポ
ン
プ
場
整
備
計

２６

画
と
、
工
事
の
地
元
業
者
発
注
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

復
興
交
付
金
事
業
で
は　

カ
所
の

１１

新
設
ポ
ン
プ
場
を　

億
６
、
０
０
０

５０

万
円
で
、
災
害
復
旧
事
業
で
は
６
か
所
の
既

設
ポ
ン
プ
場
を　

億
４
、
０
０
０
万
円
で
、

２９

合
わ
せ
て　

カ
所
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

１７

　

地
元
業
者
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ

場
整
備
工
事
の
委
託
先
と
な
る
下
水
道
事
業

団
と
協
議
し
て
い
る
が
、
入
札
に
参
加
す
る

た
め
に
は
、
下
水
道
事
業
団
へ
の
業
者
登
録

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
業
者
登
録
を
お
願
い

し
て
い
る
。
復
興
工
事
の
事
業
量
が
多
い
中
、

地
元
業
者
が
少
な
い
人
材
で
対
応
す
る
の
は

厳
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
参
加
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

資
源
ご
み
持
ち
去
り
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ご
み
の
持
ち
去
り
に
つ
い
て
、
通

報
件
数
は
平
成　

年
度
１
月
末
で　

２５

３１

件
と
増
加
し
て
い
る
。
市
の
廃
棄
物
の
減
量

化
及
び
資
源
化
並
び
に
適
正
化
処
理
に
関
す

る
条
例
に
よ
り
、
最
高　

万
円
の
罰
則
を
設

２０

け
て
い
る
が
、
未
然
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

啓
発
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
現
行
犯
に
は

厳
重
注
意
、
悪
質
な
場
合
は
警
察
と
協
議
し

て
対
応
し
て
い
る
。

　

給
食
の
異
物
混
入
に
つ
い
て
、
経

過
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
月　

日
及
び　

日
、
湊
小
学
校

１２

１４

と
河
南
東
中
学
校
で
、
給
食
の
副
食

物
か
ら
金
属
製
ね
じ
等
の
異
物
混
入
報
告
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で

調
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
残
食
調
査
、
設

備
等
緊
急
点
検
で
も
異
常
は
な
く
、
給
食
セ

ン
タ
ー
内
で
の
異
物
混
入
形
跡
は
発
見
さ
れ

給
食
の
異
物
混
入
に
つ
い
て

　

海
外
研
修
事
業
の
概
要
、
時
期
、

選
定
基
準
は
。

　

石
巻
管
内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
、

夏
休
み
期
間
中
に
８
日
間
程
度
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
チ
ビ
タ
ベ
ッ
キ

ア
市
の
訪
問
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。
選
考

方
法
は
、
石
巻
市
内
、
石
巻
管
内
の
各
学
校

長
か
ら
１
名
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き　

名
程

１０

度
を
選
考
し
た
い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
支
倉
常
長
の
偉
業
を
含
め
た
中
で
検
討

し
た
い
。

　

補
助
金
の
内
容
及
び
周
知
方
法
は
。

　

各
地
域
で
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
交
付
す
る
も
の
で
、
平
成　

年
度
は
１

２６

団
体　

万
円
を
交
付
す
る
。
周
知
方
法
は
市

１０

報
で
年
２
回
広
報
し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
会

連
合
会
、
区
長
会
、
行
政
委
員
会
の
総
会
で

周
知
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

青
少
年
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

資
源
の
持
ち
去
り
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

国
保
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会

ポ
ン
プ
場
整
備
計
画
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願

■
石
巻
市
議
会
に
対
し
、
議
会
と
し

て
、「
東
北
電
力
株
式
会
社
女
川

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
反
対

す
る
趣
旨
の
決
議
」
の
採
択
を
求

め
る
請
願

（
請
願
者
）
女
川
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ

な
い
石
巻
地
域
の
会

代
表
世
話
人　

庄
司
捷
彦

代
表
世
話
人　

佐
藤
好
彦

代
表
世
話
人　

松
木　

卓

※
こ
の
請
願
は
、
総
務
企
画
委
員
会

で
審
査
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
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第
１
回
臨
時
会　

緊
急
質
問

問　

不
正
な
ゴ
ミ
処
理
事
件
で
百
条
委
員
会
が
給
与
台
帳

等
の
提
出
を
求
め
、（
株
）藤
久
建
設
は
こ
れ
を
不
服
と

し
て
裁
判
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
１
月　

日
に
最
高
裁
は

１６

門
前
払
い
と
し
、
市
議
会
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。
市

当
局
も
告
訴
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

新
た
な
疑
惑
が
生
じ
た
場
合
に
は
考
え
る
が
、
現
時

点
で
は
告
訴
は
し
な
い
。

問　

「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
市
長

が
告
訴
し
な
い
と
言
え
ば
言
う
ほ
ど
、
事
件
に
加
担
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

答　

捜
査
当
局
に
対
し
て
は
、
最
大
限
協
力
し
て
い
る
。

黒
須　

光
男　
議
員

※「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」・
・
・

〈
李
（
ス
モ
モ
）
の
木
の
下
で
冠
を
か
ぶ
り
な
お

そ
う
と
し
て
手
を
上
げ
る
と
、
実
を
盗
む
の
か
と

疑
わ
れ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
直
す
べ
き
で
な
い
と

い
う
意
の
、
古
楽
府
「
君
子
行
」
か
ら
〉
人
か
ら

疑
い
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
行
い
は
避
け
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

小
学
館
『
大
辞
泉
』
よ
り

第１回定例会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

平成２６年請願第１号石巻市
議会に対し、議会として、
「東北電力株式会社女川原
子力発電所の再稼動に反対
する趣旨の決議」の採択を
求める請願について、閉会
中の継続審査に付すること

氏  名

議
席
番
号

○阿部　利基1

○阿部　正春2

○遠藤　宏昭3

○黒須　光男4

○�橋　左文5

○山口荘一郎6

○首藤　博敏7

－阿部欽一郎8

○近藤　　孝9

×水澤冨士江10

○阿部　久一11

○安倍　太郎12

○大森　秀一13

○櫻田　誠子14

○渡辺　拓朗15

○千葉　眞良16

○阿部　正敏17

○青山　久栄18

○阿部　純孝19

○千田　直人20

○西條　正昭21

×庄司　慈明22

○石森　市雄23

○丹野　　清24

○森山　行輝25

○長倉　利一26

○伊藤　啓二27

○堀川　禎則28

○阿部　政昭29

○�橋　栄一30

○阿部　吉治31

○後藤　兼位32

○�橋　誠志33

○阿部　仁州34

31賛　　　成

2反　　　対

※○：賛成、×：反対
※阿部欽一郎議員は議長であるため採決には加わり
ません。

第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに
提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

第１回臨時会に提出された議案と審議結果
（平成26年２月４日開催）

■
平
成　

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

２６

（
提
出
者
）
一
般
社
団
法
人
会　

宮
城
県
法
人
会
連
合
会　

会
長　

菅
原
一
博

　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人　
　

石
巻
法
人
会　
　
　
　
　

会
長　

遠
藤
祐
也

※
全
議
員
へ
内
容
を
周
知
し
、
総
務
企
画
委
員
会
へ
参
考
送
付
し
ま
し
た
。

■
要
望（
大
川
小
学
校
建
設
を
核
と
し
た
地
域
復
興
に
つ
い
て
）

（
提
出
者
）
大
川
地
区
復
興
協
議
会　

会
長　
　
　
　

大
槻
幹
夫

　
　
　
　
　

大
川
地
区
行
政
委
員
会　

代
表
世
話
人　

浮
津
勝
義

　
　
　
　
　

浦
・
追
舘
地
区
会　
　
　

会
長　
　
　
　

狩
野
健
一
郎

■
中
心
市
街
地
川
沿
い
地
区
の
街
づ
く
り
に
関
す
る
要
望

（
提
出
者
）
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
い
し
の
ま
き
・
街
な
か
創
生
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

浅
野
亨　

他　

名
１０

■
中
心
市
街
地
に
お
け
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望

（
提
出
者
）
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
い
し
の
ま
き
・
街
な
か
創
生
協
議
会　

会
長　

浅
野
亨

■
こ
れ
か
ら
の
勤
労
青
年
教
育
の
あ
り
か
た
に
関
す
る
要
望

（
提
出
者
）
日
本
青
年
団
協
議
会　

会
長　

立
道
斉

※
全
議
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
。

・平成２５年度石巻市一般会計補正予算（第１２号）
・平成２５年度石巻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
・平成２５年度石巻市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

・財産の取得について
・工事請負の契約締結について（湊こども園等複合施設建設工事）
・工事請負契約の一部変更について
　（魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その１建築工事）
　（魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その２機械設備工事）
　（須江地区施設園芸団地造成工事）
　（新蛇田地区土地区画整理事業宅地造成（その２）工事）

予 算予　　算 （原案可決）

そそ の　の　他他 （原案可決）
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【調査目的】　東日本大震災による甚大な災害等に対し、市民生活の一日も早い安定と本市の災害復旧・復興対
策及び震災復興基本計画の促進等に寄与するため、総合的に必要な調査・検討を行った。

【ま　と　め】　現地調査では、石巻工業港地区の災害廃棄物処理場や港湾施設をはじめ、各地区の産業や施設等
の復旧・復興状況等について調査を実施している。また、県議会や水産業界団体等と意見交換会を実施し、
必要な制度や支援等について国や関係機関へ要望を行ってきた。

　　さらに、事業の実施にあたっては、本委員会による指摘や審議により、後にプロポーザル方式の実施に関
するガイドラインの策定や百条委員会が設置されている。

　　今後も市民生活の一日も早い安定と本市の災害復旧・復興対策及び震災復興基本計画の促進等について、
必要な調査・検討を行っていく。

特別委員会の調査活動報告
【調査目的】　東日本大震災の教訓から、今後も発生が予想される宮城県沖地震や津波などによる災害への対策
及び東北電力女川原子力発電所の安全対策や今後の原子力行政に関する諸問題について、必要な調査・検討
を行った。

【ま　と　め】　東日本大震災を受け、実体験をもとに、災害検証を行いながら課題解決に向け、今後どう取り組
んでいくかが重要となってくる。避難訓練においては、工夫を凝らした訓練を継続することにより、被害軽
減につながるものと考える。

　　また、東北電力では原子力規制委員会に対し、女川原子力発電所２号機における新規制基準への適合性審
査申請を行っているが、仮に申請が許可されても、東京電力福島第一原子力発電所事故がいまだ収束してお
らず、原子力発電所の安全神話が崩れた現在、住民の信頼回復を得るには苦慮するものと思われる。女川原
子力発電所の対策状況をさらに注視し、また、当市における当面の災害対策についても検討し、住民の安全・
安心が確保されるよう求めていく。

総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

【調査目的】　東日本大震災により甚大な被害を受けた市内中心部における商店街の活性化や新たな産業・雇用
の創出、また、道路・交通体系や医療機関のあり方など、中心市街地の再生と新たなまちづくりに向けた諸
問題について必要な調査・検討を行った。

【ま　と　め】　市の中心市街地活性化基本計画は東日本大震災により、大きく趣を変化させられたが、復興の要
素を兼ね備えた、中心市街地活性化基本計画の改訂は、中心市街地における「まちなか再生」の、新たなま
ちづくりの第一歩となる大変重要なものである。しかし、中心市街地に賑わいを取り戻すという視点で捉え
るならば、震災から３年が経過したが、やっとスタートラインに立つことができたものであり、これからが
正念場である。

　　復旧期から再生期への移り変わりにおいて、これからの「まちなか再生」にとって必要なものは、行政と
市民が相互に連携し、主体的にまちづくりに寄与していくことこそが、協働の本義であると考える。よって、
１歩ずつ、着実に震災からの脱却を目指し、中心市街地の活性化に官民協働で取り組んでいくことを期待す
る。

ま
ち
な
か
再
生
促
進
特
別
委
員
会

東
日
本
大
震
災
復
興

促
進
特
別
委
員
会

【実施日】
　平成25年11月25日～27日産業建設委員会  行政視察レポート

　名護市では、名護市産業支援センターにおいて、中
小企業の経営課題の克服や創業支援による雇用創出等
により、経済活性化をねらった事業を展開している。こ
の事業の一つとして実施している起業化と地域活性化を
目的としたビジネスインキュベーション事業を視察した。
　当市においては、東日本大震災以降、製造業が停滞
して製品の出荷ができなかった部分を取り戻すために
各企業が苦しんでいる現状である。基幹産業の復興策
と販路拡大、マーケティング戦略といったソフト面の
マネジメントを行うインキュベータを導入している施
策は、震災によりダメージを受けた地場企業の再興の
一助として、大変参考となるものであった。

【視察地及び視察項目】
●沖縄県大宜味村　・地域産物に高付加価値をつけ
て、大宜味ブランドづくりプロジェクトについて
●沖縄県名護市　・名護市産業支援センターについて

【視察概要】
　大宜味村では、地域農産物を活用した加工場を拠点
に、地産地消のブランド化と高付加価値化を図り、農
商工連携を確立して地域活性化を推進している取り組
みについて視察した。地域特産物であるシークヮー
サーの間引いたものを有効に活用し、ブランドとして
商品開発を行っている。無駄もなく、かつそれを目玉
に仕上げるといった視点で事業展開をしており、６次
産業化の手法を考察する上で、大いに参考となるもの
であった。
　また、大宜味村は当市でカキ養殖の礎を築き、「世界
のカキ王」と呼ばれた宮城新昌氏の出身地であり、カ
キ養殖のルーツを探ることで、今後の産業振興の交流
や夏休みを利用した小中学生の交流など友好関係を深
めるため、意義が大きいものであった。

▲

名護市産業支
援センターで
説明を受ける
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施政方針質疑

～～～～～～～～ 会会会会会会会会 派派派派派派派派 代代代代代代代代 表表表表表表表表 質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑 ～～～～～～～～～ 会 派 代 表 質 疑 ～

施政方針をただす 施政方針をただす 施政方針をただす 
　第１回定例会の初日、亀山市長による施政方針演説が行われ、この施政方針に対する質疑が、
２月24日～26日の３日間、各会派の代表等により行われました。
　その中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

石
巻
の
明
る
く

輝
か
し
い
未
来
の
実
現

　

重　
点　
施　
策　

　

一.

市
民
生
活
の
復
興

　

二.

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

三.

産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保

　

四.

絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り

　

主
要
な
施
策　

　

●
市
民
生
活
の
復
興
に
必
要
な
基
盤

づ
く
り

　

●
市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧

　

●
市
民
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
施

策

　

●
市
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

の
防
災
対
策　

　

●
市
民
の
礎
と
な
る
産
業
の
復
興
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り

　

●
中
小
企
業
の
再
生
、
復
興

施
政
方
針
要
旨

亀山　　紘 市長

　施政方針に対する質疑通告一覧　
石巻復興の会

１　市長の市政運営と新年度予算について�橋　誠志

２　「市民生活の復興」について
３　「災害に強いまちづくり」について

西條　正昭

４　「産業の再生と雇用の確保」について
５　「絆と協働の共鳴社会づくり」について
６　行財政改革について

後藤　兼位

新世紀クラブ

１　復興の課題と地域のつながりについて千葉　眞良

２　基盤整備の課題について
３　産業の再生について

阿部　正敏

４　次世代につなぐ防災について山口荘一郎

５　文化の再興と交流人口の増加策について堀川　禎則

ニュー石巻

１　「市長の市政運営」について
２　「市民生活の復興」について
３　「災害に強いまちづくり」について
４　「産業の再生と雇用の確保」について
５　「絆と協働の共鳴社会づくり」について
６　「財政運営」について

石森　市雄

明　心　会

１　市長の政治姿勢について
２　市民生活の復興について
３　災害に強いまちづくりについて

�橋　栄一

４　産業の再生と雇用の確保について
５　絆と協働の共鳴社会づくりについて

青山　久栄

公　明　会

１　財政運営について
２　市民生活の復興について
３　災害に強いまちづくりについて
４　産業の再生と雇用の確保について
５　絆と協働の共鳴社会づくりについて

伊藤　啓二

フロンティア石巻

１　市長の政治姿勢について

２　「市民生活の復興」について

３　「災害に強いまちづくり」について

４　「産業の再生と雇用の確保」について

５　「絆と協働の共鳴社会づくり」について

森山　行輝

日本共産党石巻市議団

１　「市民生活の復興」について

　　　－被災３年目をむかえる市民に心を寄せて－

２　「災害に強いまちづくり」について

　　　－最大被災地からの発信－

３　「産業の再生と雇用の確保」について

　　　－経済の再生なくして、石巻の再生はない－

４　「絆と協働の共鳴社会づくり」について

　　　－地域包括ケアシステムに期待をこめて－

５　財政運営について

　　　－財源捻出対策との関連で－

庄司　慈明

フォーラム石巻

１　「市長の政治姿勢」について

２　「市民生活の復興」について

３　「災害に強いまちづくり」について

４　「産業の再生と雇用の確保」について

５　「絆と協働の共鳴社会づくり」について

６　「財政運営」について

阿部　純孝

いしのまき市民の会

１　市長の政治姿勢について

２　市民生活の復興について

３　災害に強いまちづくりについて

４　産業の再生と雇用の確保について

５　絆と協働の共鳴社会づくりについて

６　平成26年度予算について

大森　秀一
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施政方針質疑

・
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う

問　

副
市
長
選
任
に
つ
い
て
。

答　

円
滑
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
選

任
す
る
。
人
選
を
含
め
検
討
中
。

・
市
民
生
活
の
復
興
に
つ
い
て
伺
う

問　

新
駅
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
　

年
度
の
早
い
段
階
で
新
駅
設
置
の
正
式

２６
決
定
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

避
難
路
の
工
事
着
手
の
見
通
し
は
。

答　

渡
波
稲
井
線
・
工
業
港
運
河
線
は　

年
度
実
施
設
計
を
行
い
、

２６

　

年
度
か
ら
工
事
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

２７
問　

市
立
病
院
の
再
建
に
つ
い
て
。

答　
　

年
７
月
開
院
、
医
師
に
つ
い
て
は　

年
度
か
ら
採
用
を
開
始
。

２８

２５

医
学
部
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
誘
致
を
働
き
か
け
る
。
今
年
５
月
に

は
、
新
設
希
望
の
学
校
法
人
が
わ
か
る
。
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

問　

市
東
部
地
域
の
医
療
施
設
整
備
促
進
は
。

答　

新
渡
波
地
区
に
診
療
所
開
設
の
医
療
法
人
が
あ
り
協
議
中
。

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

防
災
マ
リ
ー
ナ
整
備
は
。

答　

南
浜
の
旧
北
上
川
区
域
を
候
補
地
と
し
、
河
川
堤
防
等
の
関
係

事
業
と
調
整
。

・
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

問　

津
波
被
害
を
受
け
た
ア
ワ
ビ
等
の
地
先
漁

場
へ
の
放
流
事
業
、
ベ
ッ
コ
ウ
シ
ジ
ミ
の
種

苗
放
流
、
雄
勝
・
牡
鹿
地
区
の
さ
け
人
工
ふ
化

場
の
復
旧
工
事
は
。

答　

今
年
度
の
稚
貝
の
放
流
購
入
補
助
等
の
支
援
を
行
う
。
さ
け
人

工
ふ
化
場
は　

年
度
建
設
を
目
指
す
。

２７

問　

６
次
産
業
化
推
進
策
に
つ
い
て
。

答　

地
元
５
団
体
が
認
定
を
受
け
た
。
今
後
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
う
６
次
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

問　

植
物
工
場
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　

４
件
の
植
物
工
場
の
計
画
が
あ
り
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
活
用
し
た
工
場
の
誘
致
に
努
め
る
。

問　

生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
具
体
的
な
構
想
に
つ
い
て
。

答　

地
魚
や
水
産
加
工
品
等
食
材
を
観
光
客
に
提
供
す
る
。
こ
れ
は

旧
北
上
川
と
一
体
と
な
っ
た
重
要
な
施
設
だ
。

問　

南
浜
地
区
の
公
園
計
画
と
中
瀬
地
区
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
。

答　

被
災
者
の
慰
霊
・
鎮
魂
・
伝
承
の
場
と
し
て　

年
度
完
成
を
目
指
す
。

３２

石
巻
復
興
の
会

・
復
興
の
課
題
と
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

問　

旧
市
東
部
地
区
・
半
島
部
な
ど
の
医
療

過
疎
地
域
に
こ
そ
地
域
包
括
ケ
ア
を
導
入
、

浸
透
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

医
療
過
疎
地
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

特
に
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、
医
療
の
過
疎
化
が
顕
著
と

な
っ
て
お
り
、
正
に
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
復
興
公
営
住
宅
や
半
島
部
に
包
括
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
拠
点
を
設
置
し
、　

時
間
対
応
の
在
宅
医
療
・
看
護
・
介

２４

護
等
の
多
種
職
連
携
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
く
。

・
基
盤
整
備
の
課
題
と
産
業
再
生
に
つ
い
て

問　

深
刻
な
水
産
業
界
の
課
題
に
ど
の
よ
う

に
対
峙
し
て
い
く
か
。

答　

販
路
開
拓
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
代
行
な
ど
の
被
災
企
業
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
継
続
や

石
巻
市
漁
船
誘
致
及
び
原
魚
等
確
保
推
進
委
員
会
で
の
漁
船

誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
次
世
代
に
つ
な
ぐ
防
災
に
つ
い
て

問　

防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
）
な
ど
を
災
害
時

の
司
令
塔
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は

周
辺
で
の
駐
車
場
確
保
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

施
設
毎
に
駐
車
区
画
を
設
置
し
た
う
え
で
、
利
用
状
況
の

推
移
を
見
て
全
体
の
中
で
調
整
し
て
い
く
。

・
文
化
の
再
興
と
交
流
人
口
の
増
加
策
に
つ

い
て

問　

中
心
市
街
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

民
間
、
公
営
を
合
わ
せ
て
５
３
０
戸
程
度
の
住
宅
整
備
を

計
画
す
る
と
と
も
に
、
検
討
会
に
お
い
て
は
河
川
堤
防
と
一

体
に
な
っ
た
公
設
民
営
の
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
整
備
の
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

新
世
紀
ク
ラ
ブ

問　

３
年
間
の
復
興
状
況
は
登
山
で
言
え
ば

何
合
目
と
認
識
す
る
か
。
復
旧
が
遅
れ
て

い
る
。
急
ぐ
べ
き
だ
。

答　

住
宅
、
生
活
基
盤
復
旧
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
資
材
不
足
、
入
札
不
調
等
で
３
合
目
と
認
識
。
事

業
手
法
、
発
注
方
法
を
再
検
討
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

る
。

問　

災
害
時
避
難
路
の
交
通
渋
滞
解
消
を
ど
う
す
る
か
。

答　

東
北
大
学
と
共
同
で
研
究
し
て
お
り
、
検
証
効
果
を
活
か

し
て
い
く
。

問　

防
波
堤
、
高
盛
土
道
路
、
避
難
路
の
計
画
を
早
く
示
せ
。

答　

原
発
避
難
路
は
風
越
２
工
区
の
工
事
が
進
捗
中
。
半
島
部

は
高
台
移
転
関
連
で
、
山
側
に
変
更
改
良
予
定
。

問　

被
災
者
の
医
療
費
免
除
が
再
開
さ
れ
る
。
不
公
平
感
が
な

い
よ
う
に
一
律
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

答　

県
市
長
会
で
「
大
規
模
半
壊
以
上
」
か
つ
「
住
民
税
非
課

税
世
帯
」
と
決
定
。
期
間
は
一
年
ご
と
に
判
断
す
る
。

問　

教
員
に
対
す
る
防
災
研
修
を
行
う
が
、
大
川
小
学
校
の
事

例
で
教
員
の
危
機
管
理
意
識
の
欠
如
が
あ
る
。
対
策
が
必
要

だ
。

答　

学
校
運
営
体
制
を
強
化
し
、
教
職
員
が
防
災
の
知
識
を
有

事
に
活
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

問　

人
口
流
失
防
止
策
と
し
て
産
業
基
盤
の
早
期
復
旧
が
急
務

だ
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

水
産
物
卸
売
市
場
、
加
工
関
連
、
漁
港
施
設
の
早
期
復
旧

に
全
力
で
取
り
組
み
、
農
林
業
へ
の
支
援
を
加
速
。

問　

原
発
事
故
の
風
評
被
害
が
大
き
い
。
汚
染
水
対
策
を
国
へ

強
く
申
し
入
れ
る
べ
き
だ
。

答　

県
内
市
町
と
連
携
し
機
会
が
あ
る
ご
と
に
申
し
入
れ
る
。

問　

厳
し
い
財
政
運
営
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
。

答　

市
税
の
回
復
を
図
る
。
事
業
の
選
択
を
基
本
に
、
復
興
事

業
は
交
付
金
や
基
金
等
で
着
実
な
推
進
を
図
る
。

ニ
ュ
ー
石
巻

�橋誠志議員

千葉眞良議員阿部正敏議員山口荘一郎議員堀川禎則議員

石森市雄議員

西條正昭議員後藤兼位議員
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問　

石
巻
市
立
病
院
・
さ
さ
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
等
の
用
地
買
収
進
捗
状
況
と

市
立
病
院
開
院
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

新
た
に
必
要
と
す
る
用
地
に
つ
い
て
は
、

関
係
地
権
者
宅
を
個
別
訪
問
し
、
事
業
計
画
の
説
明
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
中
で
、
代
替
地
の
確
保
に
対
す
る
要
望
を
多

く
受
け
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
夏
に
着
工
し
、
平
成　
２８

年
７
月
に
は
開
院
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

上
品
山
に
お
け
る
風
力
発
電
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

民
間
事
業
者
が
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
に
入
っ
て
お

り
、
最
短
で
平
成　

年
度
に
着
工
し
、
平
成　

年
度
に
運
転

２８

３０

を
開
始
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
と
付
帯
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
。

答　

卸
売
市
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
本
年

８
月
一
部
供
用
を
開
始
す
る
。
ま
た
（
仮

称
）
石
巻
市
水
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
事
業
の

発
注
方
法
や
工
法
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
工
期
短
縮
を
図
る
。

問　

長
面
囲
、
第
３
工
区　

ｈ
ａ
の
利
活
用
に
つ
い
て
。

６０

答　

地
域
合
意
の
も
と
、
農
地
転
用
を
伴
わ
な
い
園
芸
施
設
の

整
備
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問　

市
有
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
。

答　

市
民
会
館
や
市
民
プ
ー
ル
跡
地
は
被
災
事
業
者
の
移
転
先

等
の
分
譲
や
貸
付
を
通
常
よ
り
も
低
価
格
を
考
え
て
い
る
。

問　

生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
。

答　

豊
富
な
地
魚
及
び
水
産
加
工
品
を
観
光
客
に
提
供
し
た
り
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
も
考
え
て
い
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
舞
台
と
な
る
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
。

答　

被
災
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
補
助
金
、
通
称
「
兵

庫
基
金
」
を
活
用
し
、
建
設
を
支
援
す
る
。

施政方針質疑

明　

心　

会

・
財
政
支
出
見
通
し
と
今
後
の
対
応
は

問　

平
成　

年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
で　

・
４

２８

６３

億
円
の
収
支
不
足
見
通
し
を
発
表
し
た
が
、

そ
の
対
策
は
。

答　

震
災
復
興
交
付
金
の
独
自
積
み
立
て
基
金
化
や
新
た
な
行

財
政
運
営
プ
ラ
ン
を
平
成　

年
度
末
ま
で
策
定
し
、
可
能
な

２６

限
り
の
財
源
を
捻
出
し
て
対
応
す
る
。

・
市
民
生
活
の
復
興
に
つ
い
て

問　

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
倍
率
が
高
く
、
被
災
者
の
不
安
が

増
し
て
い
る
。
早
期
に
全
体
計
画
を
示
し
て
被
災
者
が
早
く

入
居
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
。

答　

追
加
の
公
表
戸
数
を
含
め
て
全
体
で
２
、
８
０
０
戸
と
不

足
し
て
い
る
。
計
画
が
確
定
次
第
、
順
次
公
表
し
被
災
者
の

不
安
解
消
に
取
り
組
む
。

・
避
難
ビ
ル
・
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

問　

現
在
、
避
難
ビ
ル
６
カ
所
が
指
定
さ
れ
た
が
表
示
方
法
に

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
が
遅
れ
て
い
る

が
完
成
時
期
は
。

答　

事
業
所
の
了
承
の
も
と
、
わ
か
り
や
す
く
遠
く
か
ら
で
も

目
視
で
き
る
表
示
方
法
を
検
討
す
る
。
避
難
タ
ワ
ー
の
完
成

は
本
年
８
月
を
見
込
ん
で
い
た
が
若
干
遅
れ
る
。

・
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
は

問　

平
成　

年
度
の
早
い
時
期
に
導
入
す
べ
き
。

２６

答　

本
市
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動
受
信
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ラ
ジ
オ
で
あ
り
機
能
・
製
造
数
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
平

成　

年
度
中
に
は
導
入
開
始
す
る
。

２６

・
６
次
産
業
化
の
推
進

問　

各
種
支
援
策
が
提
案
さ
れ
た
が
具
体
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　

「
新
商
品
の
開
発
事
業
」「
販
路
開
拓
事
業
」「
施
設
整
備
事

業
」の
３
事
業
を
助
成
対
象
と
し
て
事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
策

問　

平
成　

年
度
に　

名
の
待
機
児
童
が
い
る
が
早
期
に
解
消

２６

９９

す
べ
き
。

答　

蛇
田
地
区
・
釜
地
区
に
つ
い
て
は
本
年
７
月
ま
で
に
新
設

し
て
対
応
。
稲
井
地
区
は
渡
波
地
区
で
使
用
し
て
い
た
仮
設

の
児
童
ク
ラ
ブ
を
活
用
。
桃
生
地
区
は
第
２
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
桃
生
保
健
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
て
定
員
数
を
拡
大
。

公　

明　

会

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

世
界
最
先
端
の
エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
と

は
。

答　

太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
自
律
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
商
業
的
に
成
り
立
つ
包
括
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
都
市
形
成
で
あ
る
。

問　

副
市
長
の
人
事
を
早
急
に
す
べ
き
で
は
。

答　

現
在
、
人
選
も
含
め
慎
重
に
検
討
中
。

・「
市
民
生
活
の
復
興
」
に
つ
い
て

問　

複
合
文
化
施
設
（
市
民
会
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
）
の
場
所

選
定
に
つ
い
て
、
井
内
四
番
囲
、
五
番
囲
が
最
適
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

市
民
懇
談
会
及
び
庁
内
検
討
委
員
会
を
順
次
開
催
し
、
３

月
中
に
は
候
補
地
を
数
カ
所
に
絞
り
込
み
、
平
成　

年
度

２６

早
々
に
決
定
す
る
予
定
。

・「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

問　

高
盛
土
道
路
の
工
事
着
手
は
い
つ
か
ら
な
の
か
。

答　

東
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
工
事
着
手
を
予

２６

定
し
、
西
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
に
用
地
取
得
、

２６

平
成　

年
度
工
事
着
手
。

２７

・「
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保
」
に
つ
い
て

問　

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
の
今
年
の
進
捗
は
。

答　

東
棟
及
び
中
央
棟
の
一
部
の
基
礎
工
事
が
お
お
む
ね
終
了
。

今
後
は
、
西
棟
の
基
礎
工
事
に
着
手
し
、
本
年
８
月
に
は
東

棟
と
中
央
棟
の
一
部
の
供
用
を
開
始
し
、
平
成　

年
６
月
末

２７

完
成
見
込
。

問　

石
巻
港
の
背
後
地
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

答　

将
来
に
向
け
て
の
様
々
な
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
港
湾

整
備
に
取
り
組
む
。

・「
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り
」
に
つ
い
て

問　

南
浜
地
区
の
運
動
公
園
と
し
て
の
整
備
と
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
の
出
発
点
と
し
て
立
候
補
す
る
考
え

に
つ
い
て

答　

様
々
な
情
報
収
集
を
し
て
検
討
し
て
い
く
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
石
巻

�橋栄一議員青山久栄議員

伊藤啓二議員

森山行輝議員
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施政方針質疑

問　

事
前
登
録
の
結
果
に
つ
い
て
、
ど
う
判
断

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

答　

自
己
再
建
の
資
金
繰
り
や
家
賃
へ
の
不
安
等
、

今
後
の
選
択
に
迷
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

そ
れ
に
対
応
す
る
意
味
で
も
、
家
賃
の
軽
減
策
の
延
長
を
国
に

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

敷
金
を
市
独
自
策
と
し
て
免
除
す
る
等
市
民
の
負
担
軽
減
に
努

力
し
て
い
る
が
、
市
独
自
策
と
し
て
更
な
る
家
賃
の
軽
減
は
困
難

で
あ
る
の
で
、
指
摘
の
通
り
、
そ
の
延
長
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

多
重
防
御
施
設
と
し
て
の
防
災
緑
地
の
建
設
に
あ
た
り
、
宮
脇

昭
教
授
の
提
唱
す
る
『
森
の
防
潮
堤
』
が
大
変
参
考
に
な
る
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

広
葉
樹
等
を
植
栽
し
た
、
環
境
へ
の
配
慮
、
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー

減
衰
に
も
力
を
発
揮
す
る
の
が
『
森
の
防
潮
堤
』
で
あ
り
、
参
考

に
し
た
い
と
思
う
。

問　

フ
ク
シ
マ
の
危
険
は
現
在
進
行
形
で
あ
り
、
事
故
原
因
の
究
明

も
全
く
進
ん
で
い
な
い
。
元
々
出
来
る
わ
け
の
な
い
避
難
計
画
は

自
治
体
任
せ
に
し
な
が
ら
の
、
国
の
再
稼
働
の
動
き
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

答　

国
の
審
査
状
況
や
結
果
を
踏
ま
え
、
安
全
性
を
最
優
先
に
慎
重

に
検
討
す
る
。

問　

私
の
以
前
の
質
疑
に
お
い
て
市
長
は
、「
再
稼
働
問
題
に
つ
い

て
は
、
福
島
第
一
原
発
の
検
証
、
解
決
が
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な

る
」
と
語
っ
た
が
、
気
持
ち
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

変
化
は
な
い
。
汚
染
水
問
題
は
、
風
評
被
害
や
海
洋
汚
染
の
問

題
で
あ
り
、
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

問　

石
巻
市
は
原
発
か
ら　

キ
ロ
圏
内
に
あ
り
、
避
難
計
画
は
つ
く

３０

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
出
来
る
見
通
し
は
な
い
。
女
川
原
発

で
は
１
月
９
日　
　

も
の
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
ド
リ
ル
で
貫

２５
cm

通
さ
せ
る
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
東
北
電
力
の
管
理
能
力
が
疑

わ
れ
る
が
、
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

答　

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。
事

故
の
件
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
事
故
の
起
き
な
い
現
場
管
理
を
望

み
た
い
。

問　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は　

％
の
方
が
原
発
へ
の
不
信
・
不
安
を

８５

持
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答　

温
暖
化
問
題
等
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
必
要
と
思
う
。

市
民
の
気
持
ち
は
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
見
て
、
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
共
産
党
石
巻
市
議
団

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

復
興
庁
に
対
し
て
被
災
自
治
体
の
地
域
特
性
に

配
慮
し
た
制
度
運
用
を
尚
一
層
要
請
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
数
回
の
緩
和
措
置
や
柔
軟
な
対
応
を
さ
れ
る
も
、
市
民
が
期

待
す
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。
要
望
活
動

を
強
化
し
て
い
く
。

・
市
民
生
活
の
復
興
に
つ
い
て

問　

復
興
公
営
住
宅
供
給
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
供
給
開
始
を
早
め
る
整
備

手
法
と
計
画
の
見
直
し
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

被
災
者
の
意
向
と
地
域
状
況
に
応
じ
て
早
期
に
供
給
で
き
る
整
備
手
法

を
検
討
す
る
。

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

石
巻
市
防
災
基
本
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
防
災
週
間
に
は
ど
の
様
な
活

動
を
展
開
し
、
全
世
界
に
発
信
す
る
の
か
具
体
的
な
行
動
を
伺
う
。

答　

市
民
へ
の
防
災
教
育
や
防
災
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

「
国
連
防
災
世
界
会
議
」と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

・
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
域
的
な
仕
組
み

と
配
置
を
具
体
的
に
伺
う
。

答　

地
域
包
括
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
拠
点
整
備
や
保
健
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
等

の
多
職
種
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
金
収
納
委
託
と
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
、
納
税
通
知
書
の
印
刷
、

発
送
業
務
と
デ
ー
タ
処
理
業
務
を
外
部
委
託
す
る
も
保
護
対
策
は
。
ま
た
、

収
納
導
入
税
項
目
は
ど
の
範
囲
ま
で
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

答　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度
や
暗
号
化
技
術
な
ど
を
適
用
す
る
。
市
税

全
般
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
保
育
料
な
ど　

項
目
を
予
定
し
て
い
る
。

１１

・
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
が
、「
新
た
な
行
財
政
運
営
プ

ラ
ン
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
ど
の
様
に
活
か
し
復
興
に
反
映
さ
せ
て
い
く

の
か
伺
う
。

答　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
適
正
化
、
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
委
託

な
ど
引
き
続
き
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
の
予
算
は
「
再
生
へ
の
未
来
づ
く
り
予
算
」
と
位
置
づ
け
る
も

「
復
興
事
業
へ
の
重
点
化
」
と
「
財
源
捻
出
対
策
」
を
両
立
さ
せ
な
が
ら

財
政
の
健
全
性
を
維
持
す
る
対
策
を
伺
う
。

答　

国
か
ら
の
復
興
交
付
金
な
ど
の
財
政
支
援
の
ほ
か
、
独
自
の
各
種
基
金

を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
の
財
源
捻
出
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
「
新
た
な

行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
」の
も
と
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て
も
維
持
し
て
い
く
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
石
巻

・
市
長
の
政
治
責
任
に
つ
い
て

問　

建
設
業
者
の
不
適
切
な
処
理
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
。

答　

本
市
が
建
設
会
社
社
長
を
詐
欺
罪
等
で

告
訴
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
告
訴
す
る
た
め
の
新
た
な
証

拠
等
を
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
告
訴
で
き
る
状

況
で
な
い
と
考
え
る
。

・
市
民
生
活
の
復
興
に
つ
い
て

問　

市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
。

答　

関
係
地
権
者
宅
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
内
容
の
説
明
を
し

用
地
取
得
に
向
け
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　

高
架
橋
の
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
に
「
基
本
計
画
調
査
業
務
」
を
委
託
し
、
仮
設
ル
ー

ト
に
つ
い
て
複
数
の
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

避
難
誘
導
表
示
板
に
つ
い
て
。

答　

誘
導
表
示
方
法
は
、
文
字
で
は
な
く
図
記
号
で
あ
る
「
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
」
で
表
示
し
、
子
供
や
外
国
人
で
も
わ
か
り
や

す
い
看
板
を
検
討
中
。

・
産
業
再
生
と
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

問　

農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
。

答　

国
、
県
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
生

産
拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

「
野
菜
工
場
、
植
物
工
場
の
誘
致
」
に
つ
い
て
。

答　

河
北
地
区
、
北
上
地
区
な
ど
で
、
植
物
工
場
の
立
地
に
向

け
た
計
画
を
進
め
て
い
る
。

・
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
再
構
築
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
行
い
、
地
域

自
治
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
。

問　

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
堂
に
つ
い
て
。

答　

市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
、
解
体
・
復
元
に
よ
る
保
存
の

方
針
が
決
定
し
て
お
り
、
復
元
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

い
し
の
ま
き
市
民
の
会

庄司慈明議員

阿部純孝議員

大森秀一議員
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一般質問

議員20人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第１回定例会の一般質問は、３月14日、

17日、18日、19日の４日間行われました。

今回は20人の議員が市政全般にわたり市

当局の見解をただしました。その中から、

いくつかの質問と答弁の要旨を紹介します。

　なお、このコーナーは質問を行った議員

が自ら、市当局の答弁に基づき、記事の編

集を行っています。

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①千田　直人
１　合併特例債・交付税加算等の活用について
２　仮設住宅団地の民有地契約更新について
３　農業振興地域整備計画策定業務等について
４　市道除雪対策について

②遠藤　宏昭
１　市民の不安を解消し、笑顔で暮らすための施策に

ついて
２　保護者のモラル低下に対する教育委員会の対応に

ついて

③阿部　利基
１　少子高齢化について
２　多文化共生社会の問題点について

④安倍　太郎
１　市政運営について
２　震災復興について

⑤櫻田　誠子
１　子どもたちの健やかな環境づくりについて
２　新門脇地区の区画整理事業の課題について

⑥阿部　正春
１　沿岸漁業の再生について

⑦丹野　　清
１　復興への道程について
２　新渡波まちづくりについて
３　被災した市道、下水道について

⑧千葉　眞良
１　湊小学校、湊中学校の４月再開について
２　人員不足への対応について

⑨首藤　博敏
１　コンパクトなまちづくりについて
２　観光振興について

⑩水澤　冨士江
１　女川原発の適合性審査申請と市民の安全について
２　中心部のまちづくりについて
３　学校のトイレの洋式化について

⑪阿部　吉治
１　被災地買上げ価格について
２　防災集団移転地の分譲価格について
３　防災集団移転借地の無償払下げについて
４　防災移転地区に対する町内会の環境整備について
５　門脇、南浜町の再利用について
６　防災無線放送兼用受信機の整備について
７　離島（田代、網地）の医療、介護並び地域開発対

策について
８　庁舎の環境整備について

⑫堀川　禎則
１　交通インフラの整備について
２　観光復興について

⑬阿部　正敏
１　被災移転用地と復興住宅事業関連について
２　就労、就業支援委託事業並びに緊急雇用対応事業

について

⑭阿部　純孝
１　緊急雇用創出事業について
２　行財政運営について

⑮後藤　兼位
１　震災からの復旧・復興へ向けての行財政運営につ

いて

⑯庄司　慈明
１　医学部誘致の視点
　　　－国公立医学部誘致も視野に入れて－
２　産業の再生
　　　－経世済民の実践で、地域経済の前進を－
３　雇用の確保
　　　－雇用政策を実のあるものにするために－

⑰西條　正昭
１　復興公営住宅の早期建設について
２　働く場の整備と企業誘致について
３　河北・北上・雄勝地区の諸課題について

⑱�橋　誠志
１　稲井地域の諸課題21
　　　－稲井町時代から合併新市になって見えてきたもの－

⑲阿部　久一
１　観光振興について
２　絆と協働の共鳴社会づくりについて

⑳黒須　光男
１　揺れる亀山市政の政治姿勢について
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一般質問

千
田　

直
人　
議
員

遠
藤　

宏
昭　
議
員

問　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
い
て
運
用
す
る
合
併
特

例
債
活
用
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
合
併
前
の
交
付
税
を
下

回
ら
な
い
特
例
措
置
の
効
果
を
伺
う
。

答　

合
併
特
例
債
は
震
災
に
よ
り　

年
期
間
延
長
に
伴
い
事

１０

業
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
交
付
税
算
定
替
え
に
よ
り　
２５

年
度
は
約　

億
円
で
あ
っ
た
。
旧
町
役
場
単
位
と
し
て
経

４５

費
算
定
加
算
と
な
る
改
正
に
対
応
す
る
。

問　

仮
設
団
地　

団
地
が
民
有
地
に
建
設
、
４
年
間
無
償
契

４２

約
だ
が
、
３
年
延
長
契
約
更
改
い
か
が
か
伺
う
。

答　
　

年
度
か
ら
有
償
に
て
変
更
契
約
を
願
う
。
一
部
地
権

２６
者
へ
配
慮
が
欠
け
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。

問　
　

年
度
完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

２４
全
域
調
査
し
、
農
用
地
区
域
見
直
し
必
要
だ
。

答　

震
災
で
中
断
、
被
災
農
業
者
の
変
化
な
ど
市
内
全
域
調

査
や
り
直
し
が
必
要
で
あ
り
、　

年
度
を
め
ど
に
業
務
再

２７

開
し
、　

年
度
完
成
を
目
指
す
。

２９

問　

報
道
に
よ
る
と　
　

の
積
雪
で　

年
ぶ
り
の
大
雪
、
除

３８
cm

９１

雪
対
応
は
い
か
が
だ
っ
た
か
伺
う
。

答　

降
雪
量
が
多
く
、
除
雪
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
市
民

に
迷
惑
を
か
け
た
。
今
後
は
大
雪
除
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
市
内　

業
者
と
万
全
な
対
策
を
講
じ
る
。

８１

問　

学
校
給
食
費
の
未
納
の
原
因
に
つ
い
て
は
、「
保
護
者

の
責
任
感
や
規
範
意
識
の
問
題
」
で
あ
り
、
経
済
的
な
理

由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
す
る
意
識
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
。
権
利
ば
か
り
を
主
張
し
、
義
務
を
果
た
さ

な
い
の
で
は
親
と
し
て
大
変
恥
ず
か
し
い
。

　
　

未
納
の
児
童
生
徒
の
割
合
は　

％
で
あ
り
、
納
付
し
て

0.9

い
る
大
多
数
の
保
護
者
は
大
き
な
不
公
平
感
を
持
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
政
府
が
児
童
手
当
か
ら
給
食
費
を
天
引
き

で
き
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
活
用
し
て

い
る
か
。
ま
た
義
務
教
育
を
卒
業
し
た
生
徒
の
保
護
者
へ

の
対
応
は
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
密
に
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。
将

来
の
石
巻
市
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
へ
、
成
長
す

る
上
で
何
が
大
切
か
、
教
育
長
に
所
見
を
伺
う
。

答　

再
三
の
督
促
に
も
応
じ

ず
、
納
付
す
る
意
思
が
無

い
保
護
者
に
対
し
て
は
、

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
簡
易
裁
判
所
へ
申
し
立

て
を
行
な
う
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
は
夢
を

持
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

阿
部　

利
基　
議
員

問　

少
子
化
と
高
齢
化
は
別
な
現
象
の
は
ず
が
、
少
子
高
齢

化
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
少
子
化
問
題
は
深
刻

で
、
若
者
の
経
済
状
況
が
問
題
だ
と
考
え
る
。
結
婚
、
出

産
に
踏
み
切
れ
る
よ
う
な
出
産
一
時
金
の
増
額
、
あ
る
い

は
復
興
住
宅
な
ど
で
三
世
代
同
居
を
促
進
し
、
子
育
て
を

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
行
い
、
母
親
が
社
会

進
出
す
る
家
族
へ
の
家
賃
減
免
な
ど
の
政
策
を
提
案
す
る

が
、
ど
う
か
。

答　

家
賃
減
免
な
ど
は
現
状
難
し
い
。
他
い
た
だ
い
た
提
言

を
検
討
す
る
。

問　

外
国
の
方
へ
の
門
戸
を
広
げ
る
交
流
は
ぜ
ひ
行
う
べ
き

だ
が
、
共
生
は
別
の
話
。
ま
っ
た
く
平
等
に
受
け
入
れ
て

は
、
各
文
化
の
個
性
も
消
え
無
国
籍
化
し
て
し
ま
う
。
北

欧
社
会
で
多
文
化
共
生
主
義
が
崩
壊
し
、
暴
動
な
ど
が
起

き
て
い
る
点
か
ら
も
、
自
国
文
化
を
軸
に
し
た
交
流
、
自

国
文
化
、
歴
史
の
発
信
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

ご
指
摘
の
通
り
で
、
郷
に
入
り
て
は
郷
に
従
え
の
精
神

を
持
っ
て
計
画
を
立
案
し
た
い
。

・
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

・
保
護
者
の
モ
ラ
ル
低
下
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て

・
合
併
特
例
債
・
交
付
税
加
算
等
の
活
用
に
つ
い
て

・
仮
設
住
宅
団
地
の
民
有
地
契
約
更
新
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
業
務
等
に
つ
い
て

・
市
道
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・
多
文
化
共
生
社
会
の
問
題
点
に
つ
い
て

▲新築された向陽小学校体育館
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問　

昨
年
度
、
学
校
、
警
察
、
市
の
三
者
合
同
で
行
っ
た
「
通

学
路
に
お
け
る
緊
急
合
同
点
検
」
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た

1
０
５
カ
所
の
対
応
状
況
と
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
各
学
校
で
通
学
路
の
安
全
確
認
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　

１
０
５
カ
所
の
う
ち
横
断
歩
道
、
道
路
標
識
、
街
灯
の

設
置
、
減
速
マ
ー
ク
な
ど　

カ
所
で
対
策
を
講
じ
、
残
る

７２

　

カ
所
も
連
携
し
早
期
改
善
に
努
力
す
る
。

３３
問　

震
災
か
ら
３
年
が
過
ぎ
子
供
た
ち
の
小
さ
な
変
化
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
、
目
配
り
が
重
要
で
あ
る
。
心
の
ケ
ア
は

万
全
な
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
事
業
の
中
で
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
も
相
談
で
き
る
体
制
を
と
り
、
学
校
、
保

護
者
の
連
携
も
し
っ
か
り
と
っ
て
い
く
。

問　

異
常
気
象
で
夏
は
猛
暑
が
続
く
。
今
後
高
温
と
な
る
教

室
に
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
保
健
室
へ
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

保
健
室
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は
小
、
中
学
校
合
わ
せ
て

　

校
中
４
校
、
今
後
対
応
を
検
討
す
る
。

５９
問　

新
門
脇
地
区
に
戻
る
方
４
割
、
実
態
と
事
業
計
画
と
の

乖
離
は
な
い
か
。
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
避
難
路
、

雨
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

避
難
路
は
４
本
に
強
化
、
階
段
は
緩
や
か
に
手
す
り
を

つ
け
る
。
雨
水
対
策
は
万
全
を
図
る
。
介
護
予
防
事
業
や

商
店
の
誘
致
、
高
盛
土
早
期
建
設
を
要
望
す
る
。

安
倍　

太
郎　
議
員

櫻
田　

誠
子　
議
員

問　

旧
町
行
政
委
員
の
報
酬
を
、
職
務
内
容
に
応
じ
て
見
直

す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

地
域
包
括
ケ
ア
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
が
不
可

欠
、
役
割
は
今
後
も
増
す
。
検
討
で
は
な
く
見
直
し
を
進

め
る
。

問　

再
任
用
職
員
は
地
域
性
を
活
か
し
た
配
置
に
す
べ
き
と

思
う
が
。

答　

職
員
の
経
験
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　

避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
や
小
中
学
校
な
ど
の
施
設
に
、

井
戸
の
設
置
や
災
害
応
急
用
井
戸
登
録
制
度
の
導
入
を
す

べ
き
と
思
う
が
。

答　

各
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
関
係
部
署
と
協
議
す
る
。

問　

産
学
官
グ
ル
ー
プ
交
流
会
の
地
元
企
業
が
開
発
し
た
製

品
を
、
本
市
が
率
先
し
て
活
用
し
、
エ
コ
タ
ウ
ン
の
建
設

を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

地
元
製
品
の
活
用
は
、
可
能
な
範
囲
で
設
置
に
心
が
け

る
と
共
に
、
各
種
事
業
で
の
活
用
も
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　

市
が
買
い
取
っ
た
移
転
土
地
の
利
活
用
計
画
の
進
捗
状

況
と
計
画
実
行
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
。

答　

将
来
的
利
用
を
踏
ま
え
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。
漁
業

集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
と
効
果
促
進
事
業
を
活
用
す
る
。

問　

買
い
取
り
跡
地
の
無
償
貸
与
も
含
め
て
、
利
活
用
を
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

地
元
住
民
等
へ
の
管
理
を
含
め
、
貸
付
け
の
手
法
や
基

準
等
を
検
討
す
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

阿
部　

正
春　
議
員

問　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
で
生
産
体
制
は
整
っ
た
が
、
気
候

の
変
動
、
復
旧
工
事
の
海
洋
に
及
ぼ
す
影
響
、
ま
た
原
発

の
風
評
被
害
、
消
費
税
の
増
税
に
伴
う
資
材
の
高
騰
な
ど
、

漁
業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
生
計
を
立
て
直
す
に
は
難

し
い
と
考
え
る
。
支
援
制
度
の
延
長
を
含
め
、
新
た
な
支

援
が
必
要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

答　

難
し
い
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

支
援
制
度
の
延
長
を
含
め
必
要
な
対
策
を
県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
市
に
お
い
て
も
６
次
化
を
行
う
者
に
融
資
や
補
助
金
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ

ゆ
え
に
６
次
化
の
定
義
づ
け
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
林
漁
業
者
が

主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
支
援
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

問　

石
巻
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
、
今
ま
で
よ
り
も
２
０
０

メ
ー
ト
ル
も
延
長
さ
れ
、
ま
さ
し
く
東
洋
一
と
も
言
わ
れ

る
卸
売
市
場
、
観
光
と
い
う
視
点
か
ら
の
施
設
は
な
く
、

高
度
衛
生
処
理
を
施
し
管
理
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

皆
様
が
一
層
閉
鎖
的
で
昔
な
が
ら
の
足
の
運
び
に
く
い
東

洋
一
の
施
設
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答　

管
理
棟
２
階
に
見
学
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
衛
生

的
な
環
境
の
中
で
選
別
や
競
り
等
、
放
射
能
検
査
の
結
果

を
見
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
方
が
本
市
の
水
産
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
施
設
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

・
沿
岸
漁
業
の
再
生
に
つ
い
て

一般質問

・
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
震
災
復
興
に
つ
い
て

・
新
門
脇
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
課
題
に
つ
い
て
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問　

高
盛
土
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

魚
町
工
区
に
つ
い
て
関
係
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
お
り
、
現
在
、
取
付
け
道
路
の
調
整
を
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
工
事
着
手
し
早
期
完
成
に
努
め
る
。

２６

問　

旧
北
上
川
河
川
堤
防
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

現
在
、
止
水
矢
板
の
打
設
を
行
い
湊
側
の
河
口
付
近
か

ら
地
盤
改
良
を
進
め
、
平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し
進

２７

め
て
い
る
。

問　

３
９
８
号
線
の
道
路
復
旧
、
拡
幅
の
状
況
に
つ
い
て

答　

３
９
８
号
線
湊
工
区
は
平
成　

年
度
に
用
地
買
収
及
び

２６

工
事
着
手
し
早
期
完
成
に
努
め
る
。
ま
た
、
大
門
崎
歩
道

橋
か
ら
直
接
往
来
で
き
る
よ
う
県
と
共
に
進
め
て
い
る
。

問　

湊
東
、
湊
北
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

仮
換
地
指
定
に
向
け
て
、
換
地
区
割
案
を
作
成
中
、
平

成　

年
度
、
早
い
時
期
に
工
事
着
手
す
る
。

２６

問　

減
歩
及
び
清
算
金
は
、
被
災
者
の
心
を
酌
み
少
な
く
し

て
は
。

答　

被
災
者
に
寄
り
添
い
、
低
く
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

登
下
校
時
の
バ
ス
の
運
行
及
び
徒
歩
通
学
の
安
全
確
保
は

答　

専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
。
ま
た
、
安
全
な

通
学
の
た
め
の
環
境
整
備
を
実
施
す
る
。

問　

採
用
辞
退
者
に
よ
り
予
定
数
が
確
保
で
き
て
い
な
い
状

況
を
考
え
る
と
採
用
試
験
の
方
法
の
見
直
し
を
含
め
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　

合
格
者
名
簿
登
載
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

丹
野　
　

清　
議
員

千
葉　

眞
良　
議
員

問　

石
巻
赤
十
字
病
院
の
移
転
、
震
災
後
の
医
療
機
関
の
廃

業
に
よ
り
弱
体
化
し
た
東
部
地
区
の
医
療
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

青
森
県
八
戸
市
に
本
部
を
置
く
医
療
法
人
仁
泉
会
が
、

新
渡
波
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
に
、
内
科
診
療
所
を
開
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
お
り
、

本
市
と
し
て
も
、
診
療
所
開
設
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

こ
の
ほ
ど
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
避
難
道
路
、
渡
波
稲

井
線
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

答　

本
路
線
は
本
年
２
月
に
沿
岸
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
都
市

計
画
道
路
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

復
興
庁
と
の
協
議
も
整
い
、
第
８
回
の
復
興
交
付
金
と
し

て
実
施
設
計
・
調
査
費
の
ほ
か
用
地
補
償
等
の
追
加
配
分

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
後
、
本
年　

月
の
事
業
認
可
を
目
標
に
作
業
を
行
い
、

１０

用
地
取
得
を
進
め
順
次
工
事
着
工
を
図
り
、
平
成　

年
度

３０

の
完
成
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

被
災
し
た
市
道
、
下
水
道
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

答　

生
活
道
路
の
復
旧
は
地
下
埋
設
物
が
被
災
し
て
い
る
場

合
、
復
旧
が
完
了
次
第
行
う
予
定
。

　
　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
末
ま
で
に
す
べ
て

２７

の
発
注
を
行
う
計
画
で
あ
り
、
事
業
を
調
整
し
た
箇
所
よ

り
順
次
着
手
し
た
い
。

・
湊
小
学
校
、
湊
中
学
校
の
４
月
再
開
に
つ
い
て

首
藤　

博
敏　
議
員

問　

震
災
後
の
石
巻
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上

で
、
複
数
の
拠
点
か
ら
な
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
考
え
方
が
重
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
に
お

い
て
は
、
公
共
交
通
の
活
性
化
が
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

で
あ
り
、
特
に
、
バ
ス
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

石
巻
駅
周
辺
を
含
む
中
心
市
街
地
で
は
、
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
広
域
的
商
業
施
設

の
あ
る
蛇
田
地
区
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
湊
地
区
や
渡
波
地
区
、
さ
ら
に
半
島
地
区
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
ま
ち
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
集
約
型
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

ま
た
、
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
る
た
め
市
全
体
の
バ

ス
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
り
、
新
市
街
地
形
成
に
伴
い
、

総
合
交
通
戦
略
の
策
定
を
検
討
す
る
。

問　

観
光
戦
略
を
考
え
る
上
で
、
優
れ
た
才
能
を
有
す
る
人

材
の
活
用
が
効
果
的
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　

専
門
的
知
見
を
持
っ
た
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
石
巻

市
観
光
復
興
プ
ラ
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
関
係
団
体

等
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
性
を
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
調
査
検
討
を
進
め
る
。

　
　

ま
た
、
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
る
た
め
市
全
体
の
バ

ス
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
り
、
新
市
街
地
形
成
に
伴
い
、

総
合
交
通
戦
略
の
策
定
を
検
討
す
る
。

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一般質問

・
渡
波
地
区
の
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
に
つ
い
て

・
避
難
道
路
に
つ
い
て

・
被
災
し
た
市
道
、
下
水
道
に
つ
い
て

・
人
員
確
保
に
つ
い
て

・
観
光
振
興
に
つ
い
て
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水
澤
冨
士
江　
議
員

阿
部　

吉
治　
議
員

問　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
対
し
て
現
在
の
見
解
は
。

答　

放
射
能
汚
染
が
広
範
囲
に
拡
が
っ
た
。
国
は
、
国
民
の

安
全
と
未
来
に
責
任
持
っ
た
対
応
を
。

問　

新
規
制
基
準
は
「
世
界
最
高
水
準
」
の
安
全
レ
ベ
ル
と

い
う
が
、
新
た
な
安
全
神
話
で
は
な
い
か
。

答　

国
は
厳
正
な
安
全
審
査
を
、
電
力
会
社
に
は
、
地
域
の

安
全
性
を
最
優
先
に
真
摯
な
姿
勢
を
。

問　

原
発
事
故
避
難
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

本
市
の
全
域
が
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
、
市
外
に

避
難
所
を
確
保
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

問　

再
開
発
予
定
は
。
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
の
整
備
、
公
園
の

設
置
を
。

答　
　

地
区
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
全
体
の
整
備
を
市
が
計
画

１０
し
て
い
く
。

問　

避
難
所
で
も
あ
る
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
車
イ
ス
対

応
へ
す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

少
な
い
学
校
は
、
５
〜
６
％
。
他
の
改
造
事
業
等
に
併

せ
て
取
り
組
む
。

問　

被
災
地
買
い
上
げ
価
格
に
つ
い
て
、
な
ぜ
被
災
以
前
の

価
格
で
買
い
上
げ
な
い
の
か
。
他
市
は
震
災
前
の　

％
で

９７

あ
る
。
価
格
の
根
拠
を
伺
う
。

答　

公
共
事
業
用
地
取
得
価
格
算
定
の
判
断
に
よ
る
。

問　

防
災
集
団
移
転
分
譲
価
格
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
は
国

策
で
あ
る
。
価
格
は
被
災
者
に
高
価
過
ぎ
る
。
低
価
格
で

の
提
供
を
図
る
べ
き
。

答　

不
動
産
鑑
定
評
価
額
を
参
考
に
決
定
し
て
い
る
。

問　

防
災
集
団
移
転
借
地
の
無
償
払
い
下
げ
に
つ
い
て
、　

３０

年
後
は
無
償
で
払
い
下
げ
る
べ
き
。

答　

議
員
の
ご
指
摘
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　

門
脇
、
南
浜
町
再
利
用
に
つ
い
て
、
①
居
宅
記
念
碑
用

土
地
の
確
保
。
②
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
場
・
聖
火
台
機
能
を

整
え
る
べ
き
。
③
北
上
川
河
口
に
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
と
離

島
航
路
機
能
整
備
等
、
伺
う
。

答　

①
議
員
の
後
世
に
伝
承
す
る
術
を
参
考
意
見
と
す
る
。

②
国
の
行
動
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。
③
船
舶
の
集
約
と
離

島
航
路
機
能
整
備
を
併
せ
て
進
め
る
。

問　

防
災
無
線
放
送
兼
用
受
信
機
を
全
家
庭
設
置
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

市
民
に
災
害
情
報
が
確
実
に
伝
わ
る
設
置
を
図
る
。

問　

①
離
島
の
医
療
・
介
護
と
②
地
域
開
発
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

①
田
代
島
の
診
療
所
は
市
の
直
営
。
網
地
島
は
、
網
小

医
院
に
助
成
の
拡
大
を
図
る
。
介
護
は
、
他
事
業
所
と
連

携
を
図
る
。
②
愛
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
す
。

問　

庁
舎
の
環
境
整
備
（
喫
煙
所
）
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

６
階
は
外
部
に
進
め
る
。

堀
川　

禎
則　
議
員

問　

避
難
道
、
避
難
ビ
ル
と
避
難
タ
ワ
ー
の
関
係
は
ど
う
か
。

答　

津
波
の
浸
水
想
定
区
域
で
５
０
０
ｍ
以
内
に
、
緊
急
一

時
避
難
所
が
無
い
地
域
に
設
置
。
逃
げ
遅
れ
た
方
々
が
一

時
的
に
身
を
守
る
施
設
と
考
え
る
。

問　

渡
波
稲
井
線
の
避
難
先
は
ど
こ
か
。

答　

稲
井
小
学
校
で
、
一
時
的
な
も
の
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

仙
石
線
迅
速
化
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
　

分
か
ら　

分
に
な
る
見
込
み
で
、
高
城
町
か
ら
本
線

７０

６０

の
塩
竈
へ
接
続
予
定
と
な
る
。

問　

石
巻
線
代
替
快
速
と
同
等
の
速
度
な
ら
、　

分
で
仙
台

４３

に
行
け
る
。
デ
ー
タ
を
示
し
て
提
案
す
べ
き
。

答　

提
言
が
効
果
的
な
の
で
、
研
究
し
て
協
議
す
る
。

問　

大
型
客
船
誘
致
と
外
国
船
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

答　

平
成　

年
度
は
、
２
隻
の
予
定
が
あ
る
。
定
着
化
に
取

２６

り
組
む
。
外
国
船
は
、
情
報
共
有
と
方
法
を
検
討
す
る
。

問　

う
み
フ
ェ
ス
タ
誘
致
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。

答　

平
成　

年
に
向
け
、
準
備
は
進
め
て
い
る
。
継
続
し
て

２９

進
め
て
行
く
。

問　

観
光
客
へ
の
防
災
面
の
発
信
を
す
べ
き
で
は
。

答　

極
め
て
重
要
と
考
え
て
い
る
。
観
光
施
設
は
訓
練
を
行

い
、
避
難
所
情
報
は
周
知
す
る
。

・
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

・
女
川
原
発
の
適
合
性
審
査
申
請
と
市
民

の
安
全
に
つ
い
て

・
中
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

・
観
光
復
興
に
つ
い
て
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阿
部　

正
敏　
議
員

阿
部　

純
孝　
議
員

問　

公
共
用
地
買
収
に
伴
う
代
替
地
の
提
供
は
可
能
か
。

答　

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
代
替

地
の
提
供
を
す
る
。

問　

さ
ら
に
公
共
用
地
買
収
に
伴
う
代
替
地
を
今
住
ん
で
い

る
地
域
に
求
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　

住
ん
で
い
る
地
域
に
適
当
な
空
き
地
が
あ
れ
ば
市
が
買

い
取
り
し
て
そ
の
土
地
を
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
。

問　

価
格
の
高
い
Ｒ
Ｃ
造
集
合
住
宅
は
極
力
減
ら
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

木
造
鉄
骨
住
宅
に
比
較
し
て
高
額
で
あ
る
構
造
特
性
用

地
確
保
な
ど
の
点
か
ら
そ
の
地
域
に
応
じ
た
構
造
を
選
択

し
て
整
備
す
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
人
材
育
成
支
援
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

在
宅
就
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
委
託
先
の
８
億
円
に
上

る
予
算
チ
ェ
ッ
ク
は
。

答　

委
託
先
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
の
報
告
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

問　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
す
る
企
業
実
態
が
不
透
明
。

答　

地
元
Ｉ
Ｔ
組
合
の
代
表
者
含
め
６
社
で
構
成
。

問　

Ｉ
Ｔ
組
合
の
構
成
員
に
事
業
報
告
が
正
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。

答　

Ｉ
Ｔ
組
合
の
業
務
内
容
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　

お
金
は
ど
こ
に
振
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

答　

毎
月
Ｉ
Ｔ
組
合
に
振
り
込
む
。

問　

公
金
の
取
り
扱
い
が
ず
さ
ん
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
Ｉ

Ｔ
組
合
の
実
態
も
含
め
今
後
厳
し
く
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

精
査
を
進
め
る
。

問　

大
震
災
以
後
、
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら
関
連
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
証
と
分
析
を
さ
れ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
効
果
と
実
績
を
今
後
の
事
業
の
中
で
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
伺
う
。

答　

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢

者
等
の
失
業
者
に
対
し
て
、
短
期
の
雇
用
、
就
労
機
会
を

創
出
し
、
被
災
者
の
生
活
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
約　

億
円

２３

２５

６８

の
事
業
を
実
施
、
約
４
、
１
０
０
人
を
雇
用
し
た
。
今
後

も
新
た
な
産
業
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
長
期
の

雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

増
大
す
る
復
興
事
業
と
財
源
捻
出
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
行
財
政
運
営
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

復
旧
・
復
興
事
業
に
対
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
復
興

交
付
金
、
災
害
復
旧
費
補
助
金
、
復
興
特
別
交
付
税
な
ど

国
か
ら
の
財
政
支
援
で
ほ
と
ん
ど
賄
う
こ
と
が
可
能
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
事
業
分
に
つ
い
て
は
、
国
県
支

出
金
と
併
せ
、
地
域
づ
く
り
基
金
な
ど
の
各
種
基
金
の
活

用
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
充
当
、
広
告

収
入
な
ど
可
能
な
限
り
財
源
捻
出
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て

後
藤　

兼
位　
議
員

問　

復
興
公
営
住
宅
な
ど
の
確
保
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　

本
年
度
末
ま
で
に
１
４
９
戸
、
平
成　

年
度
末
ま
で

２６

１
５
０
０
戸
、
平
成　

年
度
３
２
０
０
戸
、
平
成　

〜
平

２７

２８

成　

年
度
末
ま
で
に
４
０
０
０
戸
を
整
備
す
る
。

３０

問　

復
興
住
宅
の
管
理
手
法
に
つ
い
て

答　

既
存
の
市
営
住
宅
１
４
０
０
戸
と
復
興
住
宅
４
０
０
０

戸
の
約
５
４
０
０
戸
の
管
理
を
行
う
が
、
直
接
管
理
は
困

難
で
外
部
管
理
委
託
す
る
。

問　

県
の
外
郭
団
体
が
管
理
を
求
め
て
い
る
が
雇
用
を
創
出

維
持
し
て
い
る
地
元
企
業
に
よ
る
管
理
運
営
組
織
に
委
託

し
、
再
任
用
職
員
を
活
用
す
べ
き
だ
。

答　

地
元
の
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
づ
く
り
が
必
要
で
、
任

期
付
職
員
や
再
任
用
職
員
の
活
用
も
考
え
る
。
地
元
が
活

性
化
で
き
る
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
る
。

問　

遊
休
資
産
の
利
活
用
（
塩
漬
け
の
土
地
）
に
つ
い
て

答　

市
の
遊
休
資
産
で
売
却
可
能
な
土
地
は
2
5
0
件
総
面

積
約　

万
１
千
�
、
売
却
可
能
価
額
約
６
億
６
千
４
０
０

２７

万
円
だ
。

問　

山
形
県
で
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
図
り
、

Ｈ
Ｐ
で
土
地
の
写
真
等
掲
載
し
て
情
報
発
信
し
て
い
る
。

当
市
で
も
具
体
的
施
策
を
考
察
す
べ
き
だ

答　

い
か
に
利
活
用
す
る
か
具
体
的
な
施
策
を
打
ち
出
し
企

業
誘
致
等
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

問　

も
の
づ
く
り
特
区
と
ま
ち
な
か
再
生
特
区
に
つ
い
て

答　

早
期
復
旧
し
た
事
業
者
が
特
例
を
受
け
ら
れ
な
い
問
題

等
、
本
制
度
の
遡
及
適
用
、
区
域
の
拡
大
等
国
に
粘
り
強

く
要
望
し
て
行
く
。（
主
張
）法
は
人
を
救
う
た
め
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
石
巻
独
自
の
救
済
策
を
考
察
す
べ
き
だ
。

一般質問

・
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
の

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
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庄
司　

慈
明　
議
員

西
條　

正
昭　
議
員

問　

こ
の
問
題
で
は
私
学
の
医
学
部
誘
致
だ
け
が
先
行
し
て

い
る
。
授
業
料
が
国
公
立
だ
と
三
百
五
十
万
円
に
対
し
、

私
立
大
は
三
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
被
災
地
医
療

の
充
実
や
経
済
面
か
ら
は
、
国
公
立
の
誘
致
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
視
点
も
必
要
と
考
え
る
。

問　

石
巻
市
中
小
企
業
復
旧
支
援
事
業
を
市
独
自
策
で
支
援

し
て
い
る
こ
と
は
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
も

支
援
を
受
け
て
い
な
い
貸
家
業
者
も
、
支
援
対
象
業
者
に

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

県
の
制
度
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

問　

私
の
提
案
す
る
拡
充
策
の
一
例－

補
助
率
を
三
分
の

二
・
補
助
上
限
額
を
三
百
万
円－

と
し
た
場
合
、
補
助
対

象
経
費
六
百
万
円
の
事
業
者
へ
の
支
援
で
は
石
巻
市
の
負

担
は
百
三
十
万
円
だ
け
で
済
む
。
小
さ
な
負
担
で
大
き
な

支
援
策
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　

詳
細
な
資
料
だ
が
初
め
て
見
る
の
で
即
断
は
出
来
な
い

が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　

石
巻
市
の
公
営
住
宅
建
設
戸
数
は
、
現
在
４
０
０
０
戸

で
あ
る
。
事
前
登
録
の
申
し
込
み
だ
け
で
も
４
８
１
１
戸

と
な
っ
て
い
る
。
未
回
答
世
帯
４
１
２
６
戸
の
追
跡
調
査

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
又
、
宮
城
県
に
対
し
５
０
０

戸
要
望
し
て
い
る
が
、
何
戸
の
回
答
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

市
街
地
だ
け
で
も
４
１
４
３
世
帯
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

半
島
沿
岸
部
を
合
わ
せ
る
と
計
画
戸
数
を
大
き
く
上
回
る
。

宮
城
県
知
事
に
対
し
県
営
の
住
宅
整
備
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
２
月
末
現
在
の
未
回
答
世
帯
は
２
５
１
０
世

帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
追
跡
調
査
を
行
い
、

可
能
な
限
り
未
回
答
世
帯
の
意
向
を
確
認
す
る
。

問　

河
北
・
北
上
・
雄
勝
地
区
の
諸
課
題
の
う
ち
郡
部
で
生
活

す
る
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
と
漁
業
に
つ
い
て

答　

一
、
復
興
計
画
に
示
さ
れ
た
国
道
３
９
８
号
、
北
上
大

橋
か
ら
小
指
ま
で
の
整
備
に
つ
い
て
、
兼
用
堤
区
間
の
復

旧
は
施
工
予
定
。

二
、
県
道
北
上
、
河
北
線
牧
の
巣
か
ら
相
野
田
間
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
牧
の
巣
か
ら
大
須
ま
で
の
兼
用
区
間
に
つ
い

て
拡
幅
整
備
予
定
。

三
、
県
道
北
上
、
津
山
線
に
つ
い
て
は
、
北
上
川
災
害
復
旧

工
事
に
よ
り
現
在
整
備
実
施
中
。

四
、
旧
河
北
町
成
田
か
ら
北
上
町
釜
谷
崎
ま
で
の
整
備
に
つ

い
て
、
皿
貝
川
の
堤
防
左
右
岸
の
嵩
上
げ
は
、
一
部
区
間

契
約
締
結
予
定
。

五
、
白
浜
、
北
上
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
、
白
浜
漁
港
は
３
月

末
ま
で
お
お
む
ね
３
割
程
度
復
旧
予
定
。
両
漁
港
の
残
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
末
の
完
成
を
目
標
に
実
施
。

２７

六
、
旧
河
北
町
針
岡
か
ら
稲
井
水
沼
へ
の
新
ル
ー
ト
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
橋　

誠
志　
議
員

問　

市
道
「
山
崎
・
上
金
山
線
」
と
ト
ヤ
ケ
森
山
の
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て
。

答　

現
道
舗
装
の
実
施
。
林
道
の
一
部
舗
装
と
散
策
路
の
整

備
を
す
る
。

問　

大
衡
山
最
終
処
分
場
の
現
状
に
つ
い
て
。

答　

埋
め
立
て
進
捗
率
は　

・　

％
、
今
後　

年
間
は
搬
入

６６

４６

１０

で
き
る
。
満
杯
後
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら
調

査
を
開
始
す
る
。

問　

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
。

答　

現
在
環
境
評
価
の
調
査
に
入
っ
た
。
平
成　

年
度
着
工
、

２８

平
成　

年
度
運
転
開
始
す
る
。

３０

問　

清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
に
つ
い
て
。

答　

合
併
特
例
債
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
平
成　

年
、　

２７

２８

年
の
２
カ
年
で
解
体
す
る
。

問　

総
合
運
動
公
園
第
３
工
区
に
つ
い
て
。

答　

防
災
公
園
と
す
る
。
本
年
造
成
工
事
に
着
手
。
平
成　
２９

年
度
完
成
を
目
指
す
。

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

答　

継
続
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
歩
道
未
整
備
区
間
に
つ

い
て
は
早
期
に
事
業
着
手
す
る
。

問　

大
和
田
川
の
市
移
管
に
つ
い
て
。

答　

県
に
一
級
河
川
指
定
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

市
街
化
と
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
。

答　

土
地
利
用
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
見
直
す
べ

き
と
認
識
し
て
い
る
。

・
稲
井
地
域
の
諸
課
題　
２１

一般質問

・
医
学
部
誘
致
の
視
点

　
　

－

国
公
立
医
学
部
誘
致
も

視
野
に
入
れ
て－

・
産
業
の
再
生

　
　

－

経
世
済
民
の
実
践
で
、

地
域
経
済
の
前
進
を－

・
復
興
公
営
住
宅
の
早
期
建
設
に
つ
い
て

・
河
北
・
北
上
・
雄
勝
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て
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阿
部　

久
一　
議
員

黒
須　

光
男　
議
員

問　

牡
鹿
半
島
か
ら
志
津
川
ま
で
南
三
陸
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
海
岸
と
マ
ッ
チ
し
た
防
潮
堤
に

す
べ
き
で
あ
る
。

答　

県
は
計
画
通
り
に
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

雄
勝
硯
伝
統
会
館
や
商
店
街
、
復
興
住
宅
の
屋
根
を
ス

レ
ー
ト
ふ
き
の
屋
根
に
し
て
、
ま
た
、
雄
勝
硯
伝
統
会
館

は
東
京
駅
を
ミ
ニ
モ
デ
ル
で
再
現
し
観
光
施
設
の
目
玉
と

し
て
は
ど
う
か
。

答　

雄
勝
総
合
支
所
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

サ
ン
・
フ
ァ
ン
等
、
観
光
施
設
の
案
内
板
や
装
飾
が
不

足
し
て
い
る
の
で
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

観
光
復
興
プ
ラ
ン
に
お
い
て
整
備
を
進
め
る
。

問　
　

時
間
診
療
体
制
は
、
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
診
療
所

２４
で
整
備
す
る
と
し
て
い
る
が
、
い
つ
ご
ろ
か
。

答　

来
年
度
以
降
、
推
進
実
施
計
画
を
策
定
、
石
巻
市
医
師

会
な
ど
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
在
宅
医
療
体

制
の
構
築
を
進
め
る
。

問　

人
材
の
確
保
及
び
医
師
の
確
保
は
大
丈
夫
か
。

答　

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
包
括
ケ
ア
推
進
実
施
計
画

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
と
の
パ
イ
プ
だ
が
、
県
議
と
し
て　

年
間
県
政
に
参

２５

画
し
、
石
巻
仙
台
間
の
高
速
道
建
設
、
専
修
大
学
誘
致
の

際
の
農
業
振
興
区
域
か
ら
の
除
外
、
及
び
蛇
田
、
南
境
間

の
北
部
バ
イ
パ
ス
の
建
設
と
い
っ
た
重
要
案
件
は
、
県
の

幹
部
や
職
員
の
協
力
で
解
決
し
て
き
た
。

　
　

し
か
し
、
近
ご
ろ
は
、
県
に
よ
る
復
興
住
宅
の
建
設
や

医
学
部
誘
致
等
々
は
門
前
払
い
の
状
況
で
あ
り
、
当
局
に

は
知
恵
者
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
三
国
志
で
は
劉
備

玄
徳
は
、
覇
者
に
な
る
た
め
軍
師
と
な
る
諸
葛
亮
孔
明
に

「
三
顧
の
礼
」
を
尽
く
し
た
。

　
　

今
こ
そ
県
に
精
通
し
て
い
る
前
副
市
長
の
北
村
さ
ん
に

「
三
顧
の
礼
」
を
も
っ
て
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
が
市
長

が
生
き
残
れ
る
道
で
あ
り
、
石
巻
発
展
の
シ
ナ
リ
オ
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

近
ご
ろ
は
、
県
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
努
力
し
て
い
る
。
副
市
長
人
事
に
つ
い
て
は
議

員
の
意
見
を
参
考
と
す
る
。

問　

当
局
は
交
通
渋
滞
や
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
中
心

部
に
市
立
病
院
等
を
建
設
す
る
予
定
だ
が
、
地
権
者
か
ら

乱
暴
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
大
半
の
市
民
か
ら
も
批
判

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
狭
隘
な
場
所
に
施
設
を
集
中
す

る
こ
と
は
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

中
心
市
街
地
の
駅
前
整
備
は
、
市
役
所
を
拠
点
と
し
て
、

市
立
病
院
等
を
建
設
し
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を

展
開
し
た
い
。

一般質問

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

※「
三
顧
の
礼
」・
・
・

　

〈
蜀
の
劉
備
が
、
わ
び
ず
ま
い
の
諸
葛
亮
孔
明
を
訪
ね

た
が
、
な
か
な
か
会
え
ず
、
３
度
目
に
や
っ
と
面
会
で
き

た
。
二
人
は
胸
中
を
語
り
合
っ
て
感
激
し
、
劉
備
は
孔
明

を
軍
師
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
故
事
か
ら
〉
真
心

か
ら
礼
儀
を
尽
く
し
て
、
す
ぐ
れ
た
人
材
を
招
く
こ
と
。

三
省
堂
『
新
明
解
四
字
熟
語
辞
典
』
よ
り

　平成26年１月23日、宮城県議会大震災復

旧・復興対策調査特別委員会と石巻市議会東

日本大震災復興促進特別委員会により、石巻

市の復旧・復興状況等を議題に意見交換会が

行われました。同調査特別委員会との意見交

換会は昨年も実施しており、前回から１年を

経過して見えてきた問題点や課題などについ

て意見が出され、本委員会からは、復興交付

金の弾力的運用と適用期間の延長や仮設住宅

集約に係る移転費用の支援、産業再生支援策

の充実及び県営災害公営住宅の早期整備等に

ついて要望しました。

議会トピックス宮城県議会との意見交換会

▲意見交換会の様子
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２月
４日　議会運営委員会、第１回臨時会

　　　全員協議会

１４日　議会運営委員会

　　　まちなか再生促進特別委員会

１７日　山口県下関市議会行政視察来石

１８日　議場コンサート

市議会第１回定例会（～3月20日まで）

本会議（施政方針演説）

全員協議会

１９日　山形県河北町正副議長就任挨拶並びに表敬

訪問

２１日　議会運営委員会

　　　徳島県阿南市議会行政視察来石

２４日　本会議（施政方針質疑）

２５日　本会議（施政方針質疑）

２６日　本会議（施政方針質疑）

　　　広報広聴委員会

２７日　本会議（条例案等審議）

２８日　本会議（当初予算案審議）

３月
３日　本会議（追加議案審議）

　　　産業建設委員会

４日　総務企画委員会

５日　環境教育委員会

６日　保健福祉委員会

７日　産業建設委員会

１１日　東日本大震災石巻市追悼式

１２日　議会運営委員会、広報広聴委員会

１４日　本会議（一般質問）、環境教育委員会

１７日　本会議（一般質問）、各特別委員会

　　　産業建設委員会

１８日　本会議（一般質問）

１９日　議会運営委員会、本会議（一般質問）

　　　広報広聴委員会

２０日　本会議（委員長報告、追加議案審議）、閉会

２４日　神奈川県厚木市議会行政視察来石

４月
１５日　高知県高知市議会行政視察来石

１６日　鳥取県鳥取市議会行政視察来石

１７日　愛媛県西条市議会行政視察来石

２１日　東京都豊島区議会行政視察来石

２２日　兵庫県養父市議会行政視察来石

２４日　神奈川県相模原市議会議長表敬訪問

議会の動き

表紙から

　２月18日、第１回定例会の開会前、３年ぶりとな

る議場コンサートを開催しました。１月末に完成し

たばかりの新しい議場で、石巻合唱連盟の皆さんが

美しい歌声を披露してくれました。また、１曲目に

演奏された「ふるさと」では、議員をはじめ市長、

市職員幹部も合唱に参加しました。

　今後も開催を予定しております。ぜひ気軽にい

らっしゃってください。

　新緑がまぶしいさわやかな季節となりました。
　東日本大震災から３年が過ぎ、平成26年度は、
震災復興基本計画に定めた再生期にシフトする
重要な年となります。復興事業も本格化し、街
には復興の槌音も響きはじめることでしょう。
　さて、定例会ごとに発行してまいりました
「議会だより」も、今号が私たちの最後の編集
となりました。今回お伝えした２月定例会では、
本格化する復興事業、産業の再生と雇用の確保
など、さまざまな内容について活発な議論が展
開され、「議会だより」もボリュームのある内容
となりました。
　市議会広報広聴委員会は、より分かりやすい、
市民の皆様に親しまれる広報づくりに努めてま
いりましたが、改善点も多々あるかと存じます。
その点は、改選後の新委員に引き継いでまいり
ます。
　この２年間ご愛読ありがとうございました。
市民の皆様に感謝し、１日も早い、復旧・復興
の実現と、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

広報広聴委員会委員長　丹野　　清

編 集 後 記


